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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、タイプ3 Gタンパク質共役受容体ファミリーのメンバーです。このスーパーファミリーのメンバーは、特徴的な7つの膜貫通ドメインモチーフを特徴としています。このタンパク質の具体的な機能は不明ですが、レチノイン酸のGタンパク質シグナル伝達カスケードに対する細胞内作用を媒介する可能性があると考えられます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：不明。このレチノイン酸誘導性Gタンパク質共役受容体は、レチノイドとGタンパク質シグナル伝達経路間の相互作用の可能性を示唆する。,誘導：オールトランスレチノイン酸（ATRA）による。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：Gタンパク質共役受容体3ファミリーに属する。,細胞内局在：細胞膜および核周縁小胞に局在する。,組織特異性：発現は末梢、特に胃で最も高いが、腎臓、肝臓、膵臓、前立腺でも認められる。脳では、小脳、脊髄、および後根神経節（DRG）を除き、発現レベルは一般に末梢よりも低い。,
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	GPRC5C抗体を用いたRAW264.7細胞およびCOS7細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

